
ノロジーの名前が変わるわけでもなければ、そ

れらが発展的解消を遂げるわけでもない。今

までウィンドウズとは無関係の世界にいた技

術者たちを、ウィンドウズの世界に引き入れる

ための方策に過ぎないのだ。DNAはソリューシ

ョンであるとともに1つの問題提起でもある。

ウェブテクノロジーと

PCテクノロジーの統合

20世紀の終わりの10年間、2つの標準が

確立され、それぞれが独自の社会的地位を得

てきた。1つはインターネット標準と呼ばれる

もので、そこに生まれてきた数々のテクノロジ

ーがある。もう1つは世界標準としてのPCプ

ラットフォームのために開発されてきた数々の

テクノロジーだ。

インターネットにおけるウェブテクノロジー

は、最小限のコンピュータ資源を考慮して進

化してきたのに対し、パーソナルコンピュータ

上で実現されるアプリケーションはきわめてリ

ッチでパワフルなものになっている。が、この

両者を結ぶテクノロジーはまだまだ不十分で、

双方の持つ潜在的な能力を生かし切れていな

いというのが実状だ。ましてやメインフレーム

までをも巻き込んだトランザクションやエレク

トリックビジネスの分野で、現在のPCのパフ

ォーマンスを最大限に発揮する分散コンピュ

ーティング環境を実現するためには、これら

をまとめるためのもう1つの標準が求められる。

マイクロソフトはそれをウィンドウズDNAと

して提供しようとしているのだ。

もちろん、マイクロソフトを支える基盤プラ

ットフォームはウィンドウズであり、それは今後

も変わることはない。したがって、DNAは確立

された多くの別の標準をウィンドウズにいかに

結びつけるかに収束して機能していく。そのこ

とで、これまで別のプラットフォームにいたベ

ンダー各社は、過去に培ってきたノウハウを無

駄にすることなく新たにウィンドウズPCをタ

ーゲットにした新しいビジネスチャンスを得ら

れるようになるというのが同社の言い分である。

INTERNET
分散アプリケーションは、今後のシステム開発において重要なキーワードとなる。これに

対するマイクロソフトからの回答がウィンドウズDNAである。マイクロソフトではCOM

や次世代のCOM+といった分散技術を提唱しているが、今まで発表されたさまざまな分

散技術をまとめあげることによってウィンドウズDNAというアーキテクチャーを発表し

た。今回はこのウィンドウズDNAをとりあげ、これによってウィンドウズ環境がどのよ

うに変わるかを解説する。

ウェブテクノロジーとPCテクノロジーを統合する

ウィンドウズDNA

インターネット最新テクノロジー：第12回

ネットワークアプリケーション開発

のための統合アーキテクチャー

マイクロソフトは、1997年9月末にサンディ

エゴで開催したPDC（Professional Deve-

lopers Conference）において、これまでの数

年間にわたって発表してきたさまざまな技術

を、フレームワークとして集大成した。それが

ウィンドウズDNAだ。DNAは「Distributed

interNet Applications」の頭文字で、アーキ

テクチャーの呼称として用いられる。

同社がインターネットに関する戦略を最初

にまとめたのは、ウィンドウズ95を発表した

1995年の暮れ、米シアトルで開催されたメデ

ィアやアナリスト向けのイベント「Internet

Strategy Workshop」でのことだった。以

来、といっても経過した時間は2年に満たな

いわけだが、その間数々のテクノロジーが同

社によって発表されてきたことはご存じのとお

りだ。今回のウィンドウズDNAはそれらを総

括するものであり、クライアント／サーバーコ

ンピューティングとウェブベースアプリケーシ

ョンの開発を統合する単一のアーキテクチャ

ーであるとされている。

興味深いのは、ウィンドウズDNA自体が何ら

かのテクノロジーを提供するわけではない点

だ。同社はこのアーキテクチャーを「ウィンド

ウズとインターネットアプリケーション開発技

術がどのように融合し、新しいネットワークア

プリケーションを構築していくのかを示すロー

ドマップである」としたうえで、「（マイクロソ

フトの）製品技術が相互に優れた親和性を備

え、拡張性に優れたネットワークアプリケーショ

ンをいかにして開発し、ウィンドウズが外部世

界とどのように対話するのかを企業IT部門の

顧客が理解するためのアーキテクチャーとして

ウィンドウズDNAを導入する」としている。

つまり、ウィンドウズDNAによって既存のテク
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DNAによりCOMを有効活用

マイクロソフト流の分散技術として、きわ

めてらしいものといえば「アクティブXコント

ロール」であることは周知のとおりだ。この

技術は、ウィンドウズプラットフォームにおけ

るCOMテクノロジーの1つとして、すでに標

準の地位を獲得したといってもいいだろう。

同様の標準としてアクティブXコントロール

とライバル視される傾向にあるのがJavaだ。

ただ、アクティブXコントロールがCOMの配

布パッケージに過ぎないのに対して、Javaは

プラットフォームであり、言語であり、一種

のOSであるため、並列に考えるには無理が

ある。

ウィンドウズDNAは、そのJavaもCOMの

1つとしてウィンドウズの世界に統合してしま

う。つまり、COMは言語とは無関係のもの

であり、どのような言語で開発されたCOMで

あっても、それをDNAベースのインターフェ

イスに合わせてて配布すれば、それで高度な

統合の恩恵を得られるという仕掛けだ。

開発者、利用者にとっての恩恵

ウィンドウズDNAを構成する要素の多くは

すでに発表済みのものばかりであり、ディベロ

ッパーらはすでにそれぞれの方法で各要素に

関するノウハウを蓄積している。それらが持

つ潜在的な開発力を、ウィンドウズNT 5.0と

COM+の登場によって一気に爆発させるとい

うのが、今後3～5年先までを見越したマイ

クロソフトの戦略だ。したがって、最終的な

形が現実となって現れるのはかなり先の話で

ある。

DNAの各要素は、標準的なインターフェイ

スとともに提供され、それぞれを受け持つマ

イクロソフトの製品が割り当てられている。た

とえば、データベースならODBCやOLE DB

がインターフェイスとなり、マイクロソフト

SQLサーバーがそれを受け持つ。またディレ

クトリーサービスは、ADSIがインターフェイ

D

GY

スで、ウィンドウズNTサーバーのアクティブデ

ィレクトリーがこれを受け持つといった具合だ。

たとえば、データベースと連動するようなウ

ェブページを作成する場合、HTMLファイル

の中にVisual Basicで書いたスクリプトを埋

め込むことで、バックエンドで動いているSQL

データベースの内容をダイナミックに反映した

コンテンツを取り出せる。当たり前の話だが、

このときHTMLを書く側はリモートのオブジ

ェクトがどのようにしてデータベースと対話す

るかを知る必要はない。まるで、おもちゃの

レゴのようにプログラミングメソッドの異なる

モデルが組み合わさってデータのフローや交換

を実現していくのだ。

このようにDNAによってアプリケーション

開発者は、さまざまなコンピュータでプログラ

ムが稼動して連携をとるようなシステムを開

発する場合、個々のプログラムの動きだけに

注意するだけでよくなり、今までのシステム全

体を意識した複雑な開発環境から解放される

に違いない。

DNAアプリケーションはウェブのテクノロ

ジーを基盤とし、IISを通じてダイナミック

HTMLで書かれたコンテンツを取り出す。し

たがって、それをサポートするインターネット

エクスプローラ4.0さえあれば、すべての環境

でそのアプリケーションを利用できる。すなわ

ち、マイクロソフトがIE4の開発を表明してい

るウィンドウズNT、ウィンドウズ9X、ウィン

ドウズ3.1、ウィンドウズCE、マッキントッ

シュ、UNIXのすべてがDNAのプラットフォ

ームとなる。

さらに、アドミニストレーターはアプリケー

ションの配布に際し、ZAKによって実現され

る「Zero Administration initiative」の仕掛

けを使うことで、そのインストールやアップデ

ートに手間をかける必要がなくなる。自由度

を極限まで高くすることで発展してきたPCの

世界に、あえて「制限」という概念を持ち込

むことでTCO削減への道を開くこともDNA

に課された重要な使命だ。

そして、マイクロソフトは最終的なCOMの

拡張としてCOM+を1～2年先に配布する予

定でいるが、DNAはその拡張にも容易に対応

できる。というのも、DNA自体はあくまでもア

ーキテクチャーであり、それを構成する要素に

大きな変更があったとしても、それに対応し

ていける柔軟性を持っているからだ。だから

こそ、DNAはいつになっても古くはならない。

一方、DNAはネットワークから隔離された

統合 

図1 PCテクノロジーとウェブテクノロジーの統合

クライアント

PCテクノロジー

・アプリケーション間の連携
・複雑な処理

・統合されたアーキテクチャによってクライアント／サーバー間の複雑な処理が可能

・クライアント／サーバー型

ウェブテクノロジー

HTTP

HTTPサーバー

SQLサーバー

HTTP

COM

IIS

ODBC

OLE DB

サーバー データベース
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状態で使われるPCについてのソリューション

も提供する。今や企業で使われるコンピュー

タの4割がラップトップコンピュータであり、

これらのPCは常にネットワークにつながって

いる環境にあるとは限らない。そのような環

境においても、DNAアーキテクチャーに沿っ

てアプリケーションを作っておけばネットワー

クに接続されていない状態でもディレクトリー

の自動同期などによって、普段のオンライン

状態ときわめて近い状態を作り出せる。

また、DNAはインターネットとイントラネ

ットの透過性を保証する。企業内ネットワー

クにおいてインターネット標準を利用すること

で、管理コストやトレーニングコストを最小

限に抑えた統合環境を提供する。そしてネッ

トワークのみならず、既存のアプリケーション

データすらも取り込み、真の意味での統合さ

れた環境に進化させていく。

DNAは「にかわ」

いずれの要素もすべて既発表のものであり、

過去のカンファレンスで繰り返しデモンストレ

ーションされてきたものばかりだ。今こうして

DNAの発表内容をおさらいしていくことによ

って、それらが一連のものとして統合され、

「ああ、あれはこういうふうに機能していくの

だ」ということが具体的な形で見えてくる。

404 INTERNET magazine 1998/1

D

繰り返すが、DNAを構成する要素には何も

新しいものはない。いわば、個々の要素をつな

いで平滑化するための「にかわ」のようなもの

と認識していいだろう。この「にかわ」が「ペ

ージベース」のアプリケーションから「コード

ベース」のアプリケーションまでを緻密につな

ぎ、1つのソリューションとして機能するのだ。

かつてMS-DOSの時代にはそれぞれのアプ

リケーションが相互のデータ連携など何も考

えずに、ユーザーはリセットとリブートを繰り

返しながら個別のアプリケーションを使ってき

たわけだが、ウィンドウズの時代は相互のデ

ータ連携をさまざまなテクノロジーによって実

現した。DNAはそれをさらに発展させた今様

ウィンドウズを形にしたものといえるだろう。

ウィンドウズNT5.0の導入に

よって具体化されるDNA

今回のPDCでは、ウィンドウズNTの最新

バージョンである5.0のベータ2が配布された。

製品版の出荷は1998年中とされている。そ

して、このオペレーティングシステムがDNA

における数々のサービスを実現する最初の製

品となる。プラグアンドプレイやパワーマネジ

メント、モバイル対応などによりNTはウィン

ドウズ9Xの真のスーパーセットとなり、その

ユーザー層を格段に広げ、従来よりもずっと

広い層に使われるようになるだろう。

たとえば、ウィンドウズNT 5.0は、いつでも

どこでもネットワークにつながっているのと同

様の環境を作り出す機能を持っている。これ

はオフラインの状態であっても、オンライン時

に参照できたデータをネットワークに接続され

ているかのように扱えるようにするものだ。ウ

ィンドウズDNAがネットワークを前提としたア

ーキテクチャーである以上、スタンドアローン

のPCがこうした機能を持つことは必須といえ

るだろう。

またACL（Access Control List）による

アクセスコントロールは、ユーザーがアクセス

できるデバイスやオブジェクトを細かく制限し

図2 DNA環境でのアプリケーション開発

・アプリケーション開発者はシステムを全て知る必要はない

・クライアント側の開発者はサーバーと何をやり取りするかを理
解しておけばよい。

・個々のインターフェースの規約がDNAによって統一される

クライアント
インターフェース

サーバーコンポーネント

スクリプトコンポーネント

データベース
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決してありがたいものではない。数々のアプリ

ケーションが勝手気ままにインストールする各

種のDLLファイルによってシステムが不安定

になることに泣かされながらも、システムを自

由に使いこなす柔軟性をとるというユーザー

のほうが多いはずだ。

しかし、世の中の大多数はそんなユーザー

ではなく、コンピュータの仕組みについては特

に意識せず、PCから求めている結果が得ら

れればそれでよしとする層である。そんなユー

ザーを管理しなければならない立場にたったと

たん、ウィンドウズDNAのようなアーキテクチ

ャーのありがたみを身にしみて感じるようにな

るだろう。

米国とは違い、日本ではパーソナルワープロ

の普及が著しい時期があった。世の中の多く

のユーザーは、当時PCの自由度よりも制限さ

れた枠組みの中での堅牢性や分かりやすさを

選んだわけだ。PCの標準化と普及が一足先に

進んだ欧米圏ではパーソナルワープロの文化

は駆逐されてしまったが、そうした中でどうす

ればPCを専用機のように使えるかが重要な課

題としてとらえられてきたのだろう。ウィンド

ウズDNAやゼロアドミニストレーション、ネッ

トワークPCなどの概念は、こうした状況によ

って生み出された苦肉の産物であるといえる。

ビル・ゲイツはネットワークの話をするたび

にそのバンド幅に言及するが、現時点でのイ

ンフラにおけるバンド幅がしだいに太くなって

いったとしても、DNAのアーキテクチャーは

そのまま通用するだけのタイムスパンを想定し

ている。そういう意味では企業向けのコンピ

ューティングに対するマイクロソフトのソリュ

ーションとして、ウィンドウズDNAはこれか

らしばらく同社のスローガンとして叫ばれ続け

ることになるだろう。ウィンドウズプラットフ

ォームにユーザーをつなぎ留めておくための最

も正当で堅実な方法だ。そして、それはほか

のプラットフォームで仕事をしているディベロ

ッパーたちにウィンドウズを使う巨万のユーザ

ーをビジネス市場として提供するもくろみでも

あるといえる。

てアドミニストレーターの負担を軽減する。そ

して中央からのコントロールによりアプリケー

ションはもちろんOSのアップグレードまです

べてを細部にわたって制御できる。

注目すべきは、ウィンドウズNT 5.0をプラ

ットフォームにしたアプリケーションを作って

それをCOMとすれば、それがそのまま自動的

にウィンドウズDNAに準拠したアプリケーシ

ョンとなる点だ。ウィンドウズNT 5.0では、

新しいディレクトリーサービスやインターネッ

ト標準のセキュリティーサービス、メッセージ

キューイングのサービスなどが提供されるよう

になり、これらのサービスを使ったアプリケー

ションを短い時間で開発できるようになる。そ

のことで従来のクライアント／サーバーシステ

ムよりもずっと低コストで管理負担の軽減さ

れたシステム構築が可能になっていく。

特にウィンドウズNT 5.0からは、1つのバイ

ナリーで世界各国語に対応するようになるた

め、2バイト圏のユーザーもタイムラグなく最

新のオペレーティングシステムが利用できるよ

うになる。国際企業では、このことも重要な

ポイントになると思われる。実際、配布され

た英語版のベータ2で日本語のIMEが正常に

作動し、日本語ワープロソフトを使って日本

語の文書を作成し、英語版のブラウザーで日

本語のウェブページを参照できるような状況

を目の当たりにすると、DNAが分散型ネット

ワークコンピューティングの概念を根底からく

つがえすとマイクロソフトが豪語するのにも納

得させられる。共通で標準化されたプラット

フォームは、言語の壁さえもたいした問題で

はなくしてしまったのだ。そして、それを具体

的な形として提供する最初のオペレーティン

グシステムがウィンドウズNT 5.0であるとい

うことだ。

DNAはウィンドウズ環境を

推進する

ウィンドウズDNAがもたらす環境は、PC

に対して深い知識を持つユーザーにとっては
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が正確なものであるように最大限に努めましたが、すべての情報が完全に正確であることは保証できません。こ

のファイルの内容に起因する直接的および間接的な損害に対して、一切の責任を負いません。お客様個人の

責任においてご利用ください。 
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